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令和８年度 山岳遭難救助研修会 開催要項 

 

１ 目的 

  消防、警察、自衛隊、民間救助組織をはじめとした、山岳遭難救助活動を行う組織の指導的立場にある者を

対象とし、遭難救助に関する知識と技術、構成法及びその指導法の習得により、現場での即応力及び指導者

としての資質の向上を目指す。 

 

２ 主催 

  独立行政法人日本スポーツ振興センター国立登山研修所 

 

３ 後援 

  スポーツ庁 

 

４ 協力 

  北海道警察山岳遭難救助隊 

  長野県警察山岳遭難救助隊 

  岐阜県警察山岳警備隊 

  富山県警察山岳警備隊 

  東京消防庁 

 

５ 期間 

  令和８年１０月５日(月)～令和８年１０月９日(金)まで 

 

６ 場所 

  【宿泊施設】 

   山野スポーツセンター 

    〒９３０-１４５２ 富山県富山市本宮１２ 

https://www.sanya.jp/access.htm 

 

  【研修施設】 

   独立行政法人日本スポーツ振興センター国立登山研修所 

    〒930-1405 富山県中新川郡立山町芦峅寺ブナ坂６ 

    電話：０７６-４８２-１２１1 E-mail：tozanken-info@jpnsport.go.jp 

    https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/tabid/117/Default.aspx 

 

  【入山エリア】（予定） 

   独立行政法人日本スポーツ振興センター国立登山研修所周辺山域 

   ※ 国立登山研修所から半径４km 圏内（大品山・瀬戸蔵山山麓、雑穀谷等）を中心に活動します。 

  

https://www.sanya.jp/access.htm
mailto:tozanken-info@jpnsport.go.jp
https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/tabid/117/Default.aspx
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７ 応募資格・募集人数 

 ⑴ 応募資格 

    以下の３つの条件を全て満たすこと。 

     ア 所属長（本部長、署長等）から推薦を受けていること 

      イ 登山の基本的技術を身につけている者であること 

      ウ 各都道府県における山岳遭難救助組織（消防、警察、自衛隊、民間救助組織等）の指導的立場

にあること 

 

 ⑵ 募集人数 

    ３２名 

 

８ 日程及び内容 
日程 内容 

１０月５日（月） 受付開始７：30【山野スポーツセンター内】 開講式、全体研修 

１０月６日（火） 班別研修（支点構築、登はん、自己確保・制動確保、ガーディアン 等） 

１０月７日（水） 班別研修（支点構築、登はん、自己確保・制動確保、ガーディアン 等） 

１０月８日（木） 班別研修（支点構築、登はん、自己確保・制動確保、ガーディアン 等） 

１０月９日（金） 班別研修、閉講式  解散１４:３０頃 

※ 詳細な日程及び内容は、別添１（国立登山研修所ウェブサイトにも掲載）をご参照ください。 

https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/syusai/tabid/75/Default.aspx 

 

９ 個人装備 

  別添２を参考としてください。 

 
10 参加申込方法 

  ⑴ 所属団体の所属長等（本部長、署長等）が、参加希望者を推薦して、お申し込みください。 

  ⑵ 国立登山研修所のウェブサイトに掲載のお申込フォーム（※令和８年７月２１日（火）掲載予定）にア

クセスし、推薦者の事務担当部署担当者が入力の上、所定のＥｘｃｅｌファイルをアップロードしてお申

し込みください。 

  ⑶ 「参加申込者個人票」（別添３）をご参照いただき、事前に参加希望者本人にご入力いただいた上

で、取りまとめの上お申し込みください。 

  ⑷ 申込期間：令和８年７月２１日（火）～令和８年７月３１日（金） 

 

１１ 参加者の決定 

  ⑴ 関係機関（消防庁等）と国立登山研修所において、参加申込内容を基に協議の上、選考を行い、参

加者を決定します。 

  ⑵ 参加可否については、推薦者の事務担当部署担当者宛てに電子メールにより、令和８年８月中旬

を目途に通知します。 

   ※ 参加申込者本人宛てには、直接通知しませんので、推薦者の事務担当部署担当者から本人へ通 

知してください。 

  ⑶ 参加承認者に対しては、健康診断書（当所指定の様式に限ります。）の提出及び傷害保険の申込み

等に関する事務連絡を行います。 

   ※ 健康診断書の提出に必要な経費は、参加者の負担となります。 

   ※ 天候や感染症の拡大等により研修会を中止した場合であっても、主催者側はこれに係る費用を

負担しません。 

  

https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/syusai/tabid/75/Default.aspx
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１２ 参加費用 

内訳 金額 

（１） 山野スポーツセンターにおける宿泊料金（全日程分） 

（※１０/４（日）前泊者は、別途 1,260 円かかります。） 

5,040 円 

（２） 山野スポーツセンターにおける朝食・夕食料金 

（※朝食９００円×４食、夕食１,３００円×４食） 

８,８００円 

（３） 国立登山研修所における施設利用料（全日程分） 1,000 円 

（４） 昼食（弁当）料金 

（※1,3００円×５食） 

６,５００円 

（５） 傷害保険料 

（※公務災害、ご自身の山岳保険等で対応される方は、申込の必要はありません。） 

４,０００円又は５,０００円 

※参加者で選択 

（６） 諸費用（資料代ほか） １,１００円 

※ 受付時に合計金額を集金しますので、お釣りのないように現金でお持ちください。 

※ 日中の行動食は、参加者で準備してください。 

 

１３ 参加申込の取消しについて 

   参加申込後、やむを得ず申込を取り消す場合は、必ず推薦者の事務担当部署担当者から国立登山研

修所に、申込取消しの理由等を連絡してください。 

  ※ 参加希望者本人から国立登山研修所への直接の申込取消し連絡は受け付けません。 

 

１４ その他 

  ⑴ 研修会期間中の写真・動画の撮影は禁止です。特に、ヘルメットにアクションカメラのアタッチメン

トを装着しての撮影や、行動中のスマートフォンによる撮影等は、お控えください。 

  ⑵ 主催者及び講師が撮影・録画した静止画・動画を、主催者又は講師が広報活動、報告書等に使用・

公開する場合があります。 


